
臨
床
神
経
学
は
一
九
世
紀
の
前
半
頃
か
ら
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
お
い

て
開
花
し
始
め
た
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
、
易
９
年
ベ
ル
リ
ン
大

学
の
創
立
に
伴
い
、
ベ
ル
リ
ン
市
に
弓
９
年
創
立
の
顧
曾
冨
巨
の

を
創
基
と
し
て
、
市
民
病
院
国
胃
鴨
島
煙
匡
の
を
経
て
弓
冒
年
に
慈

善
病
院
○
冨
吋
颪
と
改
称
さ
れ
た
病
院
を
同
大
学
医
学
部
に
併
置

し
、
医
療
教
育
施
設
国
巴
‐
匡
目
序
言
巴
〕
の
国
巨
と
位
置
づ
け
た
。

ベ
ル
リ
ン
大
学
創
立
の
十
年
前
の
。
富
国
誌
病
院
長
に
は
イ
ェ

ナ
大
学
か
ら
９
房
８
目
弓
号
①
言
西
昌
①
匿
己
が
着
任
し
、

易
己
年
大
学
病
院
と
な
っ
て
か
ら
は
き
自
己
ロ
○
頁
回
国
ご
詞
四
一

が
第
一
内
科
教
授
お
よ
び
同
病
院
長
の
職
に
就
任
し
た
。

国
匡
貯
両
目
は
。
ｇ
国
芯
に
呼
一
房
冒
房
を
設
置
し
、
そ
の
初
代

所
長
を
兼
任
し
た
。
屍
閏
年
に
は
ぎ
一
涛
冒
房
内
に
基
礎
教
育
診

療
部
卑
○
忌
号
匡
房
ｇ
①
巴
ヨ
房
が
開
設
さ
れ
、
神
経
系
疾
患
患
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詞
○
日
胃
侭
か
ら
向
弓
ま
で

ド
イ
ツ
の
臨
床
神
経
学

ｊｌ
ｏ
高
橋

ｊ２

昭
、
伊
藤
泰
広

者
が
こ
こ
で
診
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
医
学
部
学
生
に
対
す

る
神
経
疾
患
の
臨
床
教
育
が
系
統
的
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
ヨ
①
厨
（
己
雪
）
は
、
こ
の
刃
Ｏ
Ｂ
号
ロ
房
呂
①
国
冒
弄
の
活

動
を
も
っ
て
大
学
に
お
け
る
臨
床
神
経
学
の
創
始
と
し
て
い
る
。

こ
の
任
に
当
た
っ
た
の
が
詞
○
ョ
蔚
侭
で
あ
る
。

（
１
）
三
日
冒
国
の
旨
風
呂
困
○
目
蔚
侭
（
旨
囲
ｌ
畠
認
）

詞
○
日
馬
侭
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
医
学
部
の
前
身
で
あ
る
富
＆
‐

旨
ヨ
輿
且
旨
日
四
国
号
尉
卑
耐
号
凰
８
⑦
昌
匡
冒
幽
に
入
学
し
、
ベ

ル
リ
ン
大
学
発
足
後
は
同
大
学
内
科
お
よ
び
精
神
科
教
授
］
。
‐

冨
昌
自
○
胃
尉
丘
自
刃
巴
（
弓
＄
ｌ
屍
邑
に
師
事
し
た
。
”
巴
は
神

経
解
剖
学
の
分
野
に
名
を
残
し
た
学
者
で
あ
り
、
恐
ら
く
詞
呂
を

介
し
て
罰
○
９
房
侭
は
神
経
病
学
も
伝
授
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
内
巴
教
授
は
ベ
ル
リ
ン
大
学
発
足
の
僅
か
三
年
後
の
畠
届
年

に
忽
然
と
し
て
他
界
し
た
。
そ
の
後
記
○
日
冨
侭
は
困
匡
訂
面
目

の
絶
大
な
影
響
を
終
生
受
け
た
。

罰
○
昌
胃
侭
は
易
侭
年
に
酉
罵
言
時
の
第
３
代
所
長
に
就
任

し
た
。
こ
の
頃
、
宮
の
言
９
９
号
Ｈ
ｚ
閏
ぐ
①
具
国
匡
喜
①
芹
ｇ
号
の

言
⑦
ロ
、
ｇ
①
己
を
発
行
し
た
（
届
ｇ
ｊ
Ｉ
昂
急
）
。
こ
の
著
は
、
世
界
最

初
の
系
統
的
な
神
経
病
学
書
で
あ
り
、
畠
留
年
に
は
改
定
第
二
版
、

238(66）



易
留
年
に
は
改
訂
第
三
版
が
出
版
さ
れ
た
。

両
○
日
蔚
侭
は
易
窃
に
面
目
匡
冒
房
を
退
任
し
、
そ
の
長
は

弓
号
の
盲
９
局
凰
侭
国
（
昂
ご
Ｉ
屍
誘
）
が
後
継
者
と
な
っ
た
。

詞
（
）
目
扁
侭
の
門
下
に
は
神
経
学
者
と
し
て
こ
の
ほ
か
、
即
席
‐

島
国
ｇ
》
閏
目
侭
ゞ
弓
臼
ヨ
の
雨
ら
鐸
々
た
る
神
経
学
者
が
輩
出
し

た
。

（
２
）
ｚ
房
○
両
５
句
風
①
島
国
９
（
屍
蹟
ｌ
畠
紹
）

詞
。
①
島
国
ｇ
の
家
庭
は
三
代
に
わ
た
り
医
学
部
教
授
が
続
い

た
。
す
な
わ
ち
、
祖
父
の
Ｚ
時
○
百
防
即
肘
島
国
ｇ
、
父
の
旨
冨
邑
ご

国
四
目
牌
即
話
号
里
呂
は
と
も
に
弓
胃
圃
９
個
な
ど
の
教
授
を
つ

と
め
た
。

神
経
学
者
の
印
扇
島
四
目
は
弓
胃
圃
９
個
大
学
在
学
中
に

函
①
匙
里
胃
侭
大
学
で
西
９
房
に
つ
い
て
神
経
学
を
学
び
、
届
亀

年
に
割
『
ｇ
ｏ
尋
が
弓
言
い
ｇ
侭
大
学
に
着
任
後
は
く
弓
ｇ
ｏ
弓

か
ら
病
理
学
を
教
え
ら
れ
た
。
困
○
目
胃
侭
か
ら
の
影
響
も
大
き
く

受
け
、
詞
○
日
冨
侭
教
授
の
学
位
取
得
五
十
周
年
記
念
の
催
し
に
は

参
加
者
の
中
に
名
を
連
ね
て
い
る
。

彼
の
多
く
の
業
績
の
中
で
、
今
日
冠
名
疾
患
と
な
っ
て
い
る

「
卑
肘
島
国
ｇ
家
族
性
運
動
失
調
症
」
の
研
究
（
屍
認
》
屍
司
）
は
、

国
四
号
弓
①
侭
大
学
教
授
時
代
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
神
経
病
学
と

神
経
病
理
学
の
両
分
野
を
統
合
し
た
歴
史
的
名
著
で
あ
る
。

（
３
）
言
一
房
色
目
国
①
自
国
３
国
号
（
畠
き
Ｉ
岳
旨
）

両
号
は
国
四
号
一
房
侭
大
学
を
卒
業
後
、
同
大
学
内
科
学
教
授

卑
肘
島
国
９
の
も
と
で
、
最
初
は
広
く
内
科
疾
患
の
研
究
に
従
事

し
た
・
師
の
甸
国
＆
風
呂
と
と
も
に
家
族
性
運
動
失
調
症
の
調
査

に
従
事
し
た
こ
と
か
ら
神
経
学
へ
傾
倒
し
、
序
言
国
信
大
学

ｚ
の
貝
○
一
○
四
罵
扁
冒
冒
房
の
所
長
を
経
て
、
卑
房
号
四
目
の
後
継

者
と
し
て
屍
麗
年
か
ら
函
①
己
①
弓
の
侭
大
学
内
科
教
授
に
就
任
し

た
。
筋
、
末
梢
神
経
、
脊
髄
な
ど
の
疾
患
に
つ
い
て
精
力
的
な
研

究
を
行
い
、
「
ド
イ
ツ
神
経
学
の
父
」
と
称
さ
れ
て
い
る
。

演
者
ら
は
、
罰
○
日
蔚
侭
の
子
孫
と
文
通
し
、
そ
の
遺
品
を
曽
岡
‐

－
９
大
学
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
即
席
号
四
目
の
墓
碑
を

近
年
確
認
し
た
。
両
号
に
関
し
て
は
、
そ
の
出
生
地
弓
冒
ロ
ミ
巴
臼

に
あ
る
言
号
巴
日
‐
国
号
‐
の
昌
日
邑
閉
旨
目
を
訪
れ
、
そ
こ
に
保
管
さ

れ
て
い
る
遺
品
な
ど
を
調
べ
る
機
会
を
得
た
。
こ
れ
ら
の
三
名
の

医
史
跡
な
ど
を
含
め
報
告
す
る
。

（
り
公
立
学
校
共
済
組
合
東
海
中
央
病
院
）

（
帥
名
古
屋
大
学
医
学
部
神
経
内
科
）
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